
射水市公共交通の課題整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題整理と公共交通に求められる役割 

【課題整理】 

① まちづくりと連携し、円滑に利用できる公共交通ネットワークの

形成が必要 

  関連項目：①④①②③④①②③ 

  関連計画：都市計画マスタープラン、バリアフリーマスタープラン 

② 公共交通の持続性とサービスレベルの確保には、運行の効率化と

利用促進が必要 

  関連項目：③④①③④ 

③ 市民の日常生活における移動手段の確保とともに、地域内外の交

流を促すことにより地域の活性化を図ることが必要 

  関連項目：②②③④①②③ 

関連計画：高齢者保健福祉計画・第７期介護保険事業計画、観光振興

計画、バリアフリーマスタープラン 

 

【公共交通に求められる役割】 

① 公共交通空白地域の解消 

   本市の都市構造を踏まえながら、市全域にわたる公共交通サービ

スを効率的に提供することで、誰もが最低限必要な移動ができるよ

うに公共交通空白地域を解消する。 

 ② 市民の移動手段の確保 

運転のできない学生・生徒や高齢者、障がい者、妊婦等の日常生活

に必要な移動手段を確保する。 

 ③ 交通事故の低減と健康の維持 

   高齢者等の公共交通の利用を促進することで、交通事故の減少を

図るとともに、外出機会の創出により健康の維持につなげる。 

④ 地域経済の活性化 

   医療機関や商業施設、公共施設、さらには観光スポットなど、市民

や来訪者の移動を市内で循環させることにより、地域経済の活性化

を図る。 

 ⑤ 環境負荷の低減 

公共交通機関を利用し自家用車の使用を減らすことで、温室効果

ガス排出量の削減による環境への負荷の低減を図る。 

市民・利用者意向 

①全体 

・移動手段の多くが自動車で、自動車への依存度が高い状態です。 

・他の移動目的に比べ、通学、通院は公共交通の利用が多い傾向です。 

・市外（富山市や高岡市）及び大島地区への移動が多い傾向です。 

・運転免許返納や進学を見据え、公共交通の維持・充実を望む声が多くな

っています。また、高齢者が気軽に外へ出かけられるような交通システ

ムを望む意見もあります。 

②あいの風とやま鉄道・万葉線 

＜利用状況・満足度＞ 

・駅周辺地域の利用が多く、バスに比べ、満足度は高くなっています。 

＜主な改善点や要望＞ 

・「鉄道の本数・ダイヤ」、「新線・新駅整備」、「駅周辺の整備」、「駅施設・

バリアフリー」など 

③路線バス・コミュニティバス 

＜利用状況・満足度＞ 

・平日は 10 代、60代以上の女性、休日は 70代以上の女性の利用が多く、

満足度は低くなっています。 

・病院や駅、商業施設を目的に高い頻度で移動し、その半数は乗り換えで

移動しています。 

＜主な改善点や要望＞ 

・「便数」、「運行経路（バス停位置、運行時間）」、「乗り継ぎ・接続環境」、

「運行コスト」、「わかりやすい時刻表」、「フリー乗降区間の導入」、「バ

スのバリアフリー化」など 

④デマンドタクシー 

＜利用状況・満足度＞ 

・60 代以上の女性の利用が多く、通院や買物、趣味・娯楽・サークルを

目的に高い頻度で利用しています。 

・利用する市民は少ないが、満足度は高くなっています。 

＜主な改善点や要望＞ 

・「便数」、「運行経路」、「予約方法」、「乗降できる場所」、「運賃」など 

＜デマンドタクシー導入意向＞ 

・フルデマンドの導入意向は低く、コミュニティバスのみの運行又はコミ

ュニティバスとの併用意向が強くなっています。 

射水市の現状 

射水市の公共交通の現状 

①人口 

・既成市街地の中心部や太閤山等の一部で人口が集積していますが、人口

減少及び少子高齢化がさらに進行することが予想されます。 

②交流人口 

・市内には、50 万人/年以上の入込客数がある施設が複数立地するなど、

本市の観光入込客数は 400 万人前後で推移しています。 

③財政状況 

・財源確保が厳しさを増す一方、社会保障関係費の増加が見込まれ、歳入

規模に見合った財政運営が重要です。 

④主要施設の配置 

・新湊、小杉、大門、幹線道路周辺を中心に公共施設や商業施設が立地し、

医療施設や教育施設、コミュニティ施設は市全域に点在しています。 

①全体 

・東西方向の鉄道（あいの風とやま鉄道、万葉線）に加え、鉄道駅や各地

域を結ぶ路線バス、コミュニティバス、デマンドタクシー等の公共交通

機関が運行しており、公共交通空白地域はほぼ解消されています。 

②あいの風とやま鉄道 

・利用者数は横ばい傾向にあり、小杉駅の利用者が多い状態です。 

③万葉線 

・利用者数は減少傾向にありましたが、回復傾向が見られます。 

④コミュニティバス 

・利用者数は増加傾向にありますが、運行負担金が増加傾向にあります。 

・路線バスも含め利用の多い区間を重複して運行している路線がある一

方で、複数に分かれて運行本数が少なかったり、利用の少ない路線があ

ります。 

⑤デマンドタクシー 

・利用者数及び運行負担金は横ばい傾向にあるが、利用者１人当たりの負

担金はコミュニティバスより高い状態です。 

⑥県営フェリー 

・利用者数は新湊大橋の全面開通を期に減少していますが、一定の利用が

あります。 

補足資料 


